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当ファンドは、2025年４月21日に信託期間が終了し、償還を迎える予定です。 

  

運用報告書（全体版） 
第167期（決算日 2024年５月20日）第169期（決算日 2024年７月22日）第171期（決算日 2024年９月20日） 

第168期（決算日 2024年６月20日）第170期（決算日 2024年８月20日）第172期（決算日 2024年10月21日） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 

「グリーン世銀債ファンド」は、2024年10月21日に第172期の決算を行ないましたので、第167期から第172期の運用

状況をまとめてご報告申しあげます。 

今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申しあげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／債券 

信 託 期 間 2010年６月24日から2025年４月21日までです。 

運 用 方 針 
主として、世界銀行の発行する債券を投資対象とする投資信託証券（投資信託または外国投資信託の受益証券（振替投資信託
受益権を含みます。）および投資法人または外国投資法人の投資証券をいいます。）の一部、またはすべてに投資を行ない、安
定した収益の確保と信託財産の成長をめざして運用を行ないます。 

主要運用対象 
「ＷＢグリーンファンド クラスＡ」受益証券 
「マネー・アカウント・マザーファンド」受益証券 
上記の投資信託証券を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 
投資信託証券、短期社債等、コマーシャル・ペーパーおよび指定金銭信託以外の有価証券への直接投資は行ないません。 
外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

分 配 方 針 
第１計算期は収益分配を行ないません。第２計算期以降、毎決算時、原則として安定した分配を継続的に行なうことをめざし
ます。 

 

お 知 ら せ 

＜641324＞ 

グリーン世銀債ファンド 
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グリーン世銀債ファンド 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

143期(2022年５月20日) 3,303 20 △4.4 － 98.6 1,696 

144期(2022年６月20日) 3,354 20 2.1 － 98.2 1,691 

145期(2022年７月20日) 3,358 20 0.7 － 98.6 1,668 

146期(2022年８月22日) 3,371 20 1.0 － 98.1 1,639 

147期(2022年９月20日) 3,394 20 1.3 － 98.5 1,625 

148期(2022年10月20日) 3,361 20 △0.4 － 98.6 1,608 

149期(2022年11月21日) 3,305 20 △1.1 － 98.8 1,580 

150期(2022年12月20日) 3,281 20 △0.1 － 98.5 1,559 

151期(2023年１月20日) 3,188 20 △2.2 － 98.5 1,515 

152期(2023年２月20日) 3,190 20 0.7 － 98.5 1,508 

153期(2023年３月20日) 3,132 20 △1.2 － 98.5 1,464 

154期(2023年４月20日) 3,233 20 3.9 － 98.5 1,509 

155期(2023年５月22日) 3,262 20 1.5 － 98.6 1,517 

156期(2023年６月20日) 3,433 20 5.9 － 98.5 1,596 

157期(2023年７月20日) 3,464 20 1.5 － 98.6 1,585 

158期(2023年８月21日) 3,405 20 △1.1 － 98.5 1,534 

159期(2023年９月20日) 3,446 20 1.8 － 97.6 1,532 

160期(2023年10月20日) 3,336 20 △2.6 － 98.6 1,455 

161期(2023年11月20日) 3,525 20 6.3 － 98.4 1,518 

162期(2023年12月20日) 3,493 20 △0.3 － 98.3 1,455 

163期(2024年１月22日) 3,517 20 1.3 － 98.5 1,444 

164期(2024年２月20日) 3,533 20 1.0 － 98.0 1,427 

165期(2024年３月21日) 3,560 20 1.3 － 98.5 1,419 

166期(2024年４月22日) 3,472 20 △1.9 0.1 98.4 1,377 

167期(2024年５月20日) 3,625 20 5.0 0.1 98.5 1,432 

168期(2024年６月20日) 3,585 20 △0.6 0.1 98.0 1,427 

169期(2024年７月22日) 3,605 20 1.1 0.1 98.6 1,405 

170期(2024年８月20日) 3,436 20 △4.1 0.1 98.5 1,323 

171期(2024年９月20日) 3,406 20 △0.3 0.1 98.5 1,308 

172期(2024年10月21日) 3,430 20 1.3 0.1 98.5 1,307 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） ファンドの商品性格に適合する適切なベンチマークおよび参考指数はございません。 
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グリーン世銀債ファンド 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第167期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2024年４月22日 3,472 － 0.1 98.4 

４月末 3,553 2.3 0.1 98.5 

(期  末)     

2024年５月20日 3,645 5.0 0.1 98.5 

第168期 

(期  首)     

2024年５月20日 3,625 － 0.1 98.5 

５月末 3,593 △0.9 0.1 98.5 

(期  末)     

2024年６月20日 3,605 △0.6 0.1 98.0 

第169期 

(期  首)     

2024年６月20日 3,585 － 0.1 98.0 

６月末 3,633 1.3 0.1 98.6 

(期  末)     

2024年７月22日 3,625 1.1 0.1 98.6 

第170期 

(期  首)     

2024年７月22日 3,605 － 0.1 98.6 

７月末 3,480 △3.5 0.1 98.6 

(期  末)     

2024年８月20日 3,456 △4.1 0.1 98.5 

第171期 

(期  首)     

2024年８月20日 3,436 － 0.1 98.5 

８月末 3,391 △1.3 0.1 98.5 

(期  末)     

2024年９月20日 3,426 △0.3 0.1 98.5 

第172期 

(期  首)     

2024年９月20日 3,406 － 0.1 98.5 

９月末 3,416 0.3 0.1 98.5 

(期  末)     

2024年10月21日 3,450 1.3 0.1 98.5 
 

（注） 期末の基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
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グリーン世銀債ファンド 

○運用経過 (2024年４月23日～2024年10月21日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 
（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注） 分配金再投資基準価額は、作成期首（2024年４月22日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 
（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 
（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、主として、各国通貨建ての世界銀行債券を投資対象とする投資信託証券に投資を行ない、安

定した収益の確保と中長期的な信託財産の成長をめざして運用を行なっております。当作成期間中における

基準価額の主な変動要因は、以下の通りです。 

 

＜値上がり要因＞ 

・利回りの高い現地通貨建て短期債券への投資により利息収入を得たこと。 

・イギリスポンドや南アフリカランドなど、ポートフォリオの一部の組入通貨が対円で上昇したこと。 

・南アフリカ、ポーランド、インドなどの債券市場が好調に推移したこと。 

 

＜値下がり要因＞ 

・当ファンドの基準通貨である円が主要通貨に対して上昇するなか、メキシコペソ、ブラジルレアル、インド

ルピーなど、ポートフォリオの一部の組入通貨が対円で下落したこと。 
 

作成期間中の基準価額等の推移 
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グリーン世銀債ファンド 

 

（債券市況） 

2024年第１～３四半期は、世界的に金融政策が緩和方向へと大きく方向転換しました。米国連邦準備制度理

事会（ＦＲＢ）や欧州中央銀行（ＥＣＢ）などの中央銀行は、経済成長やインフレに対する懸念を受けて、利

下げを開始しました。期間中の世界経済は、底堅さの兆しが見られる地域がある一方、経済成長の減速に直面

した地域もあるなど、国や地域によってまちまちとなりました。インフレ率は、米国やユーロ圏などの主要地

域を中心に鈍化の兆しが見られ、各国の中央銀行は金融政策の緩和を進めました。ＦＲＢは2024年９月に利下

げサイクルを開始し、政策金利の指標であるフェデラルファンド（ＦＦ）金利の誘導目標を0.50％引き下げま

した。ＥＣＢはＦＲＢに先駆けて利下げを開始しましたが、今後も追加利下げを実施する可能性を示しまし

た。一方、日銀は７月に市場の予想外となる政策金利の引き上げを実施しました。日銀の政策金利の引き上げ

を受けて、円は主要通貨に対して大幅に上昇する一方、アメリカドルはＦＲＢの利下げを受けて、主要通貨に

対して下落しました。米国国債利回りは、金融政策の緩和を受けて総じて低下（債券価格は上昇）しました。

2024年第４四半期を見通すと、各国の中央銀行は金融緩和を継続すると予想されますが、経済指標やインフレ

動向によってペースは異なるとみられます。世界経済は成長が続く可能性が高いものの、ペースは地域によっ

てばらつきが見られるかもしれません。市場のボラティリティ（変動性）については、地政学的緊張の継続や

貿易摩擦、経済の不透明感などにより継続することが予想されます。 

新興国市場では、メキシコの中央銀行が、インフレ率が予想以上に急速に減速したことや経済成長の鈍化見

通しを受けて、2024年９月に２会合連続となる利下げを実施し、政策金利を10.50％に引き下げました。短期

金融市場では、世界の主要国の中央銀行が同時期に金融緩和を進めていることが追い風となり、今後も追加利

下げが実施される可能性が示唆されています。政治面では、10月にメキシコ初の女性大統領であるシェインバ

ウム氏が就任しました。同大統領は、ロペスオブラドール前大統領の路線を継承することを公約としていま

す。６月の選挙で勝利したシェインバウム氏は、高い期待を背負って大統領に就任しますが、同国に蔓延する

麻薬カルテル関連の暴力や大幅な財政赤字をはじめとする大きな課題に直面しています。こうした状況があ

るにもかかわらず、数ヵ月にわたって資金流出が続いていたメキシコの債券市場には投資家が回帰しつつあ

ります。ブラジルでは、2024年９月に中央銀行が市場予想通り0.25％の利上げを実施し、政策金利を10.75％

へと引き上げました。財政支出の拡大や経済活動の底堅い推移を受けてインフレ見通しに依然として不透明

感があることから、金融政策のさらなる引き締めが予想されています。インドネシアでは、ＦＲＢによる金融

緩和サイクルの開始など外部環境がより良好となるなか、中央銀行が利下げを実施しました。また、2024年９

月の消費者物価指数（ＣＰＩ）の上昇率が前月比マイナス0.12％と市場予想を下回ったことを受けて、追加利

下げが行なわれる可能性があります。南アフリカでは、総選挙が終了し国民統一政府（ＧＮＵ）が始動すると、

市場で好感されて同国通貨が上昇し、国内の債券利回りが低下しました。国内資産に対するリスク回避姿勢の

後退やインフレ見通しの改善を受けて、中央銀行は2024年９月に利下げを実施して政策金利を8.00％へと引

き下げました。ＦＲＢの大幅な利下げを受けて外部環境が追い風となるなか、さらなる利下げの実施が見込ま

れています。 

 

（国内短期金利市況） 

無担保コール翌日物金利は、期間の初めの0.08％近辺から、日銀が2024年７月の金融政策決定会合において

政策金利を引き上げたことなどから、0.23％近辺で期間末を迎えました。 

国庫短期証券（ＴＢ）３ヵ月物金利は、期間の初めの0.01％近辺から、日銀による利上げなどを受けて上昇

したものの、0.00％近辺で期間末を迎えました。   

投資環境 
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グリーン世銀債ファンド 

 

（当ファンド） 

当ファンドは、収益性を追求するため、「ＷＢグリーンファンド クラスＡ」受益証券を高位に組み入れ、「マ

ネー・アカウント・マザーファンド」受益証券への投資を抑制しました。 

 

（ＷＢグリーンファンド クラスＡ） 

当ファンドは、先進国と新興国の両方の通貨建ての世界銀行債券を中心に分散投資を行ないました。ＦＲＢ、

ＥＣＢ、日銀などの主要中央銀行の金融政策運営については、世界の債券利回りや当ファンドの投資先通貨の

パフォーマンスに影響を及ぼすことから、動向を引き続き注視しています。 

期間中、為替エクスポージャーを小幅に変更しました。南アフリカの総選挙が良好な結果となったことを受

けて、リスクプレミアムが低下したため、南アフリカランドのエクスポージャーを引き上げました。また、英

国の政治環境が改善され、イギリスポンドが堅調に推移していることから、イギリスポンドのエクスポー

ジャーを引き上げました。そのほか、地政学的状況の悪化を受けて、ポーランドズロチのエクスポージャーを

引き下げ、為替市場の過度なボラティリティに対する防御効果をもたらすことが多いアメリカドルを選好す

ることでリスクを低減しました。欧州域内では経済成長のペースが停滞気味であり、ＥＣＢの利下げと相まっ

て、ポーランドズロチを含む欧州通貨に下落圧力がかかることが予想されます。 

中南米では、極めて高い実質利回りにより優れた防御効果をもたらすブラジルレアルを引き続き選好して

います。加えて、ブラジルの中央銀行は2024年９月に利上げを実施し、インフレ懸念に対処しようとしていま

す。メキシコペソについては、足元ではボラティリティが高まっているものの、ファンダメンタルズ（経済の

基礎的条件）が引き続き堅固であり、外部環境が良好なことから、配分を概ね維持しました。 

期間末時点では、オーストラリアドル、ブラジルレアル、カナダドル、メキシコペソ、インドネシアルピア、

ニュージーランドドル、ノルウェークローネ、ポーランドズロチ、南アフリカランド、イギリスポンド、アメ

リカドル、インドルピー、ユーロなどの通貨建ての世界銀行債券を中心に分散投資を行ないました。また、グ

リーンボンドの組入比率を高水準に維持しました。 

 

（マネー・アカウント・マザーファンド） 

運用の基本方針に従い、国庫短期証券の購入や現先取引、コール・ローンや金銭信託などを通じて、元本の

安全性を重視した運用を行ないました。 

 

当ファンドは、原則として世界銀行が発行する債券でポートフォリオを構築しており、その運用方針におい

てＥＳＧ（環境・社会・ガバナンス（企業統治））を主要な要素としていることから、日興アセットマネジメ

ントが「金融商品取引業者等向けの総合的な監督指針」を踏まえて定めた「ＥＳＧ投信」です。世界銀行は、

発行する債券を通じて調達した資金で、貧困削減と持続的成長の実現に向け、主に新興国に対して融資や政策

助言などを提供しています。 

ＥＳＧを主要な要素として選定した投資対象への投資比率は100％（当期間末、組入債券の純資産比）とし

ました。 

日興アセットマネジメントのＥＳＧ投資の詳細につきましては、以下のＷＥＢサイトをご参照ください。 

https://www.nikkoam.com/sustainability 

 

日興アセットマネジメントヨーロッパリミテッドは日興アセットマネジメントのグループ会社として、同

当ファンドのポートフォリオ 



品 名：90002_641324_172_03_グリーン世銀債ファンド_1034292.docx 

日 時：2024/11/28 11:30:00 

ページ：6 

 

－ 6 － 

グリーン世銀債ファンド 

グループのスチュワードシップ方針に基づき、スチュワードシップ責任を果たしています。日興アセットマネ

ジメントグループ（以下、「当社グループ」）では、ＥＳＧ要素の考慮について、お客様に対する受託者責任の

不可欠な一部であると考えています。ＥＳＧ課題に関する投資先企業とのエンゲージメント（目的を持った建

設的な対話）および議決権行使は、株式運用におけるスチュワードシップ活動の主な手段であり、当社グルー

プは議決権行使がお客様の利益に資するよう、細心の注意を払いました。債券運用においては、発行体とのエ

ンゲージメントなど、他のスチュワードシップ手段を用いることで、積極的な投資家となることをめざしました。 

当社グループのスチュワードシップ方針の詳細は、ホームページでご確認いただけます。 

https://www.nikkoam.com/about/stewardshipcode/policy 

 

 

当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設

定しておりません。 

 

 

分配金は、運用実績や市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充当しなかっ

た収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第167期 第168期 第169期 第170期 第171期 第172期 

2024年４月23日～ 
2024年５月20日 

2024年５月21日～ 
2024年６月20日 

2024年６月21日～ 
2024年７月22日 

2024年７月23日～ 
2024年８月20日 

2024年８月21日～ 
2024年９月20日 

2024年９月21日～ 
2024年10月21日 

当期分配金 20  20  20  20  20  20  

(対基準価額比率) 0.549％ 0.555％ 0.552％ 0.579％ 0.584％ 0.580％ 

 当期の収益 19  16  18  16  16  18  

 当期の収益以外 0  3  1  3  3  1  

翌期繰越分配対象額 884  880  878  875  871  870   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 
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○今後の運用方針 

（当ファンド） 

引き続き、「ＷＢグリーンファンド クラスＡ」受益証券を原則として高位に組み入れ、「マネー・アカウン

ト・マザーファンド」受益証券への投資を抑制する方針です。 

 

（ＷＢグリーンファンド クラスＡ） 

米国では、良好な消費者物価指数（ＣＰＩ）データが相ついで発表されており、消費者物価のディスインフ

レ（物価上昇率の鈍化）傾向が維持されていることが示唆されています。2024年８月のＣＰＩ総合指数の上昇

率は前年同月比2.5％に鈍化し、ＦＲＢが重視するインフレ指標であるコア個人消費支出（ＰＣＥ）価格指数

の上昇率は前月からほぼ横ばいの前年同月比2.7％となりました。経済シンポジウム「ジャクソンホール会議」

での「政策を調整する時が来た」というパウエルＦＲＢ議長のコメントを踏まえ、ＦＲＢは９月の米国連邦公

開市場委員会（ＦＯＭＣ）で0.50％の利下げを決定しました。これは、今回の金融緩和サイクルにおける最初

の利下げとなります。ＦＲＢは低失業率のまま米国経済のソフトランディングを維持することに取り組んで

いることから、利下げを継続する可能性が高いとみています。2024年４－６月期の米国の国内総生産（ＧＤＰ）

成長率の改定値が年率換算で前期比3.0％増と速報値から上方修正されるなど、米国経済の成長は堅調に推移

しており、市場の関心は労働市場のパフォーマンスに移っています。７月の失業率は4.3％に上昇しており、

失業率の過去３ヵ月平均の値が、過去12ヵ月の最低値を0.5％上回ると景気後退が示唆されるとする「サーム・

ルール」に抵触しています。米国の労働市場は、コロナ禍以降、移民や労働供給ショックによって変化してき

ましたが、失業率の上昇は経済活動の低下と一致しており、失業率の上昇が閾値を超えると、景気後退入りの

リスクが高まり失業率が大幅に上昇し続ける傾向があるという「サーム・ルール」のロジックは損なわれてい

ません。 

11月の米国大統領選挙は接戦の様相を強めており、中西部と南部サンベルトの激戦州が大統領選挙の結果

を左右するとみられています。米国では、現在、共和党が下院で僅差の過半数を占め、民主党が上院で多数派

を維持する「ねじれ議会」となっています。11月の大統領選挙にあわせて、34州で連邦議会上院選挙が実施さ

れることから、両選挙の結果が、「トランプ減税」が2025年末に期限を迎えることや、中国との貿易摩擦が続

いていることを踏まえると、米国議会での税制や関税政策を巡る議論にも影響を及ぼすことになるとみてい

ます。米国議会上下院は、予算切れによる政府機関の一部閉鎖を回避するために、連邦政府の現在の裁量的支

出水準を12月下旬まで維持することを可能にするつなぎ予算案を超党派で可決しましたが、新たな税法が制

定されなければ、経済成長の足を引っ張るリスクを冒すことになるとみています。ＦＲＢは、デュアル・マン

デートである「物価の安定」と「雇用の最大化」の両面におけるリスクに注意を払うとしており、９月のＦＯＭＣ

で0.50％の大幅な利下げに踏み切ったことに続いて、2024年内２回の会合（11月と12月）でも利下げを継続す

ると考えられます。米国の政策金利に対する市場の観測を示す翌日物金利スワップ（ＯＩＳ）市場は、2025年

も追加利下げが実施される可能性を織り込みつつあります。 

欧州では、金融環境の引き締まった状態が続いていますが、緩和の兆しも見られており、実質利回りは大幅

に低下しています。足元の経済指標は市場予想を下回るやや弱い内容となっています。2024年９月のユーロ圏

の購買担当者景気指数（ＰＭＩ）の速報値では、サービス業ＰＭＩが50.5まで大幅に低下したことが主因とな

り、総合ＰＭＩが市場コンセンサスや前月を大幅に下回り48.9に悪化し、景気拡大・縮小の分かれ目となる50

を割り込んだことが示されました。９月の製造業ＰＭＩは前月から概ね横ばいとなりましたが、依然として景

気縮小圏に大きく沈んでいます。ユーロ圏の鉱工業景況感指数には引き続きストレスの兆候が見られていま

す。その一方で、インフレ見通しの改善や、賃金の伸びが引き続き堅調に推移するなかで実質可処分所得が増
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加していることを反映して、消費者の期待と購買意欲が正常化に向かいつつあるように思われます。期待イン

フレ率や現時点でのインフレ率の継続的な低下を踏まえ、ＥＣＢは９月の理事会で、大方の予想通り、預金

ファシリティ金利を3.75％から3.50％に引き下げることを決定しました。短期金利市場では、2024年内残り２

回の会合（10月と12月）で追加利下げが決定されることが織り込まれつつあります。 

英国では、ＰＭＩは景気拡大圏にあり、小売売上高は増加し、インフレ率はイングランド銀行（ＢＯＥ）の

目標近辺で推移するなど、各種経済指標で英国経済が勢いを増し、経済活動が着実に拡大していることが示さ

れています。2024年８月のＣＰＩの総合指数の上昇率は、前月から横ばいの前年同月比2.2％にとどまりまし

た。その一方で、サービス指数の上昇率は７月から伸び率が拡大し前年同月比5.6％となりました。ＢＯＥは

ハト派（景気に対して弱気）的バイアスを維持していますが、９月の金融政策委員会（ＭＰＣ）では、８対１

の票決で政策金利を5.0％に据え置くことを決定しました。ＭＰＣは、インフレリスクに関して、これまで重

視してきた家賃、サービス、賃金という３つのデータポイント以外にも目を向け、より全体的な視点から捉え

るようになっています。労働市場は鈍化しつつありますが、サービスインフレは依然として健全なペースで推

移しており、追加利下げを決定する緊急性は低いとみています。スターマー首相とリーブス財務相は、2024年

度（2024年４月６日～2025年４月５日）の予算超過によって前保守党政権が残した220億イギリスポンドに上

る財源不足を埋め合わせるために10月に発表する秋季予算案には厳しい決断を織り込むことが必要となって

います。鉄道や道路の計画の一部取りやめや、効率化による費用削減など一部の施策は既に公表されていま

す。ＢＯＥは、最近発表された公共部門の賃上げによる景気拡大の影響と、労働党新政権が発表する予定の秋

季予算案を見極めるために、９月のＭＰＣでは様子見姿勢をとりました。ＯＩＳ市場では、2024年末までの利

下げに加えて2025年の利下げ継続が織り込まれています。 

オーストラリアでは、オーストラリア準備銀行（ＲＢＡ）が2024年９月の定例理事会で市場予想通り政策金

利を据え置くことを決定しており、今後の政策判断については柔軟に対応し、経済指標のデータ次第であると

いうスタンスを強調しました。定例理事会の議事要旨では、現段階ではＲＢＡが追加利上げを検討していない

ことが明確に示されており、ＲＢＡの次の一手は利下げになる可能性が高いことが示唆されました。短期金利

市場では、12月の理事会で利下げが決定される可能性がある程度は織り込まれているものの、利下げ開始のタ

イミングは不透明なままとなっています。こうした状況下で、市場金利や実質金利が小幅に低下するなど、金

融環境は緩和傾向に向かっています。８月のＰＭＩでは、サービスセクターの経済活動が著しく改善したこと

を受けて、総合ＰＭＩは景気の拡大・縮小の分岐点である50を上回り、再び景気拡大圏に浮上しています。小

売売上高も回復基調にあり８月は前月比0.7％増となりました。政府による個人所得税の減税や幅広い生活費

支援策により家計可処分所得が増加したことが、８月の個人消費を下支えする要因となった可能性が高いと

思われます。８月の雇用統計は市場の期待に応える内容となっており、失業率が前月から横ばいの4.2％にと

どまるなかで、雇用者数は前月比約４万7,500人増加し、市場コンセンサスを大幅に上回りました。しかし、

８月の雇用者数の増加はパートタイム雇用の増加によるものでフルタイム雇用は減少しており、労働参加率

は前月と横ばいとなっています。８月のＣＰＩの上昇率は前年同月比2.7％となり、前月から大幅に鈍化しま

した。 

ニュージーランドでは、10年国債実質利回りが依然として高止まりするなど金融環境が引き締まっている

ものの、緩和の兆候が見られています。2024年４－６月期のＧＤＰ成長率は前期比0.2％減となり、市場コン

センサスをやや上回りましたが、ディスインフレの進行と一致して、全体的な景気の勢いは依然として非常に

弱い状況にあります。同様に、2024年８月のＰＭＩは前月を小幅に上回りましたが、全体的に依然として非常

に抑制された水準にあります。2024年４－６月期の雇用統計では、労働参加率の上昇や雇用者数の予想外の増

加とともに、民間部門の賃金の伸びも市場予想を小幅に上回る一方で、2024年４－６月期の失業率は4.6％と

なり、１－３月期から上昇しました。インフレに関しては、総合ＣＰＩの上昇率や貿易財のインフレ率が低下

している一方で、非貿易財のインフレ率は依然として高止まりしています。民間シンクタンクであるニュー
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ジーランド経済研究所（ＮＺＩＥＲ）の2024年４－６月期景況感調査（ＱＳＢＯ）では、生産能力の制約や価

格圧力がディスインフレ方向に向かっていることが示されており、ニュージーランド準備銀行（ＲＢＮＺ）に

とって歓迎すべき材料となるでしょう。市場では、ＲＢＮＺが2024年内残り２回の会合（10月と11月）で追加

利下げを実施するとの予想が織り込まれています。 

ノルウェーでは、ノルウェー銀行（中央銀行）が2024年９月の金融政策決定会合で政策金利を4.5％のまま

に据え置くことを決定しました。ノルウェー銀行によるインフレ見通しの評価を踏まえれば、政策金利は、年

内は現行水準に据え置かれ、2025年の１－３月期から徐々に引き下げられる可能性が高いとみられます。イン

フレはピークから大幅に低下し、８月のインフレ率は前年同月比2.6％となっていますが、依然として中央銀

行のインフレ目標を上回っています。ここ数ヵ月に見られた急激なディスインフレはノルウェークローネ安

や高水準の事業コストによって抑制されることになる可能性があります。ノルウェー経済の成長率は、2023年

は低水準にとどまり、2024年も低迷を続けています。2024年４－６月期のノルウェー本土（石油・ガス生産を

除く）ＧＤＰ成長率は前年同期比でわずか0.1％増にとどまっており、また１－３月期のＧＤＰ成長率は下方

修正されています。高インフレと金利上昇が家計の購買力低下や消費の減少を招き、住宅建設が減少していま

す。現在のところ、ノルウェーの経済活動は主に公共部門の需要と石油産業への大規模な投資によって下支え

されています。 

カナダでは、経済見通しが強弱入り混じる状況となっています。株価の反発、債券利回りや市場金利の低下、

カナダ銀行（中央銀行）のバランスシート縮小による影響の軽減、マネーストック（市中に流通する通貨量）

の小幅な増加などを背景に、金融状況が緩和しつつあります。2024年４－６月期のＧＤＰ成長率は年率換算で

前期比2.1％増となり、市場予想を上回る良好な結果となりましたが、詳細を見てみると、４－６月期の成長

率が予想外に上振れした要因は政府支出の増加などであるとみられます。また、カナダ経済の成長エンジンで

ある個人消費が高金利の影響を受けて鈍化しています。2024年８月の雇用者数は前月比約２万2,100人増加し

ていますが、主にパートタイム雇用者数が増加した一方で、フルタイム雇用者数は著しく減少しています。雇

用の伸びが労働力人口の増加に追いつかないなかで、力強い人口増加を背景に８月も失業率が上昇していま

す。インフレは緩和しつつあり、８月の総合ＣＰＩの上昇率は前年同月比2.0％に低下しています。インフレ

見通しの改善を踏まえて、カナダ銀行は９月の金融政策決定会合で0.25％の利下げを決定しており、年内残り

２回の会合（10月と12月）でさらなる追加利下げを実施すると予想されています。 

新興国市場では、現地通貨建て新興国債券を中心に慎重ながら前向きな見方をしています。ＦＲＢが2024年

９月のＦＯＭＣで0.50％の大幅な利下げに踏み切ったことによって、ＦＲＢの緩和サイクル入りが決定的に

なったという強力なメッセージが市場に送られました。ＦＲＢによる利下げ開始決定に追随して、南アフリカ

やインドネシアを含む複数の新興国の中央銀行も利下げに踏み切りました。チリ、ハンガリー、メキシコなど、

既に利下げを行なっている新興国の中央銀行は、米国金利の低下やアメリカドル安など外部環境が改善する

なかで、さらなる政策金利の引き下げを継続しています。中国では経済活動が急激に低迷し、株式市場が落ち

込むなかで、中国当局は、中国人民銀行（ＰＢＯＣ）と金融規制当局が合同記者会見で発表した大型景気刺激

策の実施により景気悪化に歯止めをかけるために協調して取り組む方針を示しました。この景気刺激策は、金

利引き下げ、流動性の供給、株式市場の支援策などから構成され、具体的には、主要短期金利の一つである７

日物リバースレポ金利を0.20％引き下げること、市中銀行の預金準備率を0.50％引き下げること、既存住宅

ローンの金利を平均で0.50％引き下げることなどが含まれています。強力な金融緩和政策の実施によって、中

国経済の成長低迷を急速に回復させる必要があるとの中国政府の思惑が浮き彫りになっています。中国の動

きによって、コモディティに対する需要が世界的に改善するとの期待の高まりを背景に複数のコモディティ

関連通貨が力強いパフォーマンスを示しました。しかし、足元で中東地域の地政学的紛争が激化していること

で、今後のリスクセンチメントの見通しに不透明感が強まっています。今のところ、中東の紛争は中東地域内

に限定されると予想されていますが、より広範な地域への波及は依然としてテールリスク（確率は低いが、発
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生すると大きな損失を出すリスク）として存在しています。 

引き続き、先進国と新興国の両方の通貨建ての世界銀行債券を中心に分散投資を行なう方針です。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

（マネー・アカウント・マザーファンド） 

引き続き、安定した収益の確保をめざして安定運用を行なう方針です。主な投資対象は、わが国の国債およ

び格付の高い公社債とし、それらの現先取引なども活用する方針です。また、コール・ローンや金銭信託など

に投資することもあります。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2024年４月23日～2024年10月21日) 

項 目 
第167期～第172期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 17  0.494  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 5)  (0.148)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (12)  (0.329)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.016)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 2   0.050   (b)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 等 ） ( 2)  (0.047)  印刷費用等は、法定開示資料の印刷に係る費用など 

 合 計 19   0.544    

作成期間の平均基準価額は、3,511円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。 

（注） この他にファンドが投資対象とする投資先においても信託報酬等が発生する場合もあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

作成期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および

有価証券取引税を除く。）を作成期間の平均受益権口数に作成期間の平均基準価額（１口当たり）

を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.76％です。 
 

  

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 「その他費用」には保管費用が含まれる場合があります。なお、「その他費用」の内訳は「１万口当たりの費用明細」にてご確認いただ

けますが、期中の費用の総額と年率換算した値は一致しないことがあります。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2024年４月23日～2024年10月21日) 

 

 

銘 柄 
第167期～第172期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 千口 千円 千口 千円  
ＷＢグリーンファンド クラスＡ 149,574 52,645 323,696 113,347  

 
（注） 金額は受け渡し代金。 

 

 

銘 柄 
第167期～第172期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
マネー・アカウント・マザーファンド 150 150 247 248 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2024年４月23日～2024年10月21日) 

 

＜グリーン世銀債ファンド＞ 

区       分 

第167期～第172期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
投資信託証券 52 52 100.0 113 113 100.0 

 
 
 

＜マネー・アカウント・マザーファンド＞ 

 該当事項はございません。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三井
住友信託銀行株式会社です。 

 

 

  

投資信託証券 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2024年４月23日～2024年10月21日) 

 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 
 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2024年４月23日～2024年10月21日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2024年10月21日現在) 

 

銘 柄 
第166期末 第172期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％ 

ＷＢグリーンファンド クラスＡ 3,921,971 3,747,850 1,287,761 98.5 

合 計 3,921,971 3,747,850 1,287,761 98.5 
 
（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

 

 

銘 柄 
第166期末 第172期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

マネー・アカウント・マザーファンド 1,403 1,305 1,308 
 
（注） 親投資信託の2024年10月21日現在の受益権総口数は、435,594千口です。 

 

○投資信託財産の構成 (2024年10月21日現在) 

項 目 
第172期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 1,287,761 97.7 

マネー・アカウント・マザーファンド 1,308 0.1 

コール・ローン等、その他 29,370 2.2 

投資信託財産総額 1,318,439 100.0 
 
（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

 

  

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第167期末 第168期末 第169期末 第170期末 第171期末 第172期末 

2024年５月20日現在 2024年６月20日現在 2024年７月22日現在 2024年８月20日現在 2024年９月20日現在 2024年10月21日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 1,451,728,535   1,436,918,854   1,416,551,967   1,339,915,323   1,318,917,145   1,318,439,166   

 コール・ローン等 39,485,200   25,427,133   28,877,647   35,030,100   28,281,364   29,368,718   

 投資信託受益証券(評価額) 1,410,825,712   1,398,108,117   1,386,248,228   1,303,564,676   1,289,292,702   1,287,761,377   

 マネー・アカウント・マザーファンド(評価額) 1,417,531   1,410,678   1,426,027   1,311,161   1,283,555   1,308,881   

 未収入金 －   11,972,866   －   9,157   59,341   －   

 未収利息 92   60   65   229   183   190   

(B) 負債 18,873,440   9,611,500   11,228,655   16,285,965   10,356,467   11,143,700   

 未払金 6,410,214   －   －   7,073,514   －   －   

 未払収益分配金 7,906,210   7,963,105   7,795,567   7,703,783   7,683,142   7,621,872   

 未払解約金 3,381,947   225,392   1,840,615   14,119   1,030,256   1,758,130   

 未払信託報酬 1,067,278   1,198,873   1,247,654   1,049,292   1,092,164   1,105,945   

 その他未払費用 107,791   224,130   344,819   445,257   550,905   657,753   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,432,855,095   1,427,307,354   1,405,323,312   1,323,629,358   1,308,560,678   1,307,295,466   

 元本 3,953,105,172   3,981,552,663   3,897,783,906   3,851,891,715   3,841,571,107   3,810,936,221   

 次期繰越損益金 △2,520,250,077   △2,554,245,309   △2,492,460,594   △2,528,262,357   △2,533,010,429   △2,503,640,755   

(D) 受益権総口数 3,953,105,172口 3,981,552,663口 3,897,783,906口 3,851,891,715口 3,841,571,107口 3,810,936,221口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 3,625円 3,585円 3,605円 3,436円 3,406円 3,430円 
 

（注） 当ファンドの第167期首元本額は3,969,108,195円、第167～172期中追加設定元本額は120,328,376円、第167～172期中一部解約元本額

は278,500,350円です。 

（注） １口当たり純資産額は、第167期0.3625円、第168期0.3585円、第169期0.3605円、第170期0.3436円、第171期0.3406円、第172期0.3430

円です。 

（注） 2024年10月21日現在、純資産総額は元本額を下回っており、その差額は2,503,640,755円です。 
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○損益の状況 

項 目 
第167期 第168期 第169期 第170期 第171期 第172期 

2024年４月23日～ 
2024年５月20日 

2024年５月21日～ 
2024年６月20日 

2024年６月21日～ 
2024年７月22日 

2024年７月23日～ 
2024年８月20日 

2024年８月21日～ 
2024年９月20日 

2024年９月21日～ 
2024年10月21日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 7,813,431   7,882,768   7,686,356   7,586,518   7,588,750   7,503,781   

 受取配当金 7,811,776   7,881,123   7,684,445   7,582,805   7,584,810   7,499,178   

 受取利息 1,655   1,645   1,911   3,713   3,940   4,603   

(B) 有価証券売買損益 61,419,937   △   14,504,295   9,510,756   △   63,721,138   △   10,211,126   10,497,327   

 売買益 61,832,198   49,348   10,286,293   1,540,890   89,248   10,653,641   

 売買損 △      412,261   △   14,553,643   △      775,537   △   65,262,028   △   10,300,374   △      156,314   

(C) 信託報酬等 △    1,175,069   △    1,319,949   △    1,373,659   △    1,155,264   △    1,202,466   △    1,217,638   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 68,058,299   △    7,941,476   15,823,453   △   57,289,884   △    3,824,842   16,783,470   

(E) 前期繰越損益金 △1,345,362,833   △1,276,922,324   △1,263,552,657   △1,237,437,655   △1,296,793,400   △1,295,740,949   

(F) 追加信託差損益金 △1,235,039,333   △1,261,418,404   △1,236,935,823   △1,225,831,035   △1,224,709,045   △1,217,061,404   

 (配当等相当額) (    334,339,962)  (    336,953,142)  (    329,886,441)  (    326,036,089)  (    325,181,440)  (    322,604,578)  

 (売買損益相当額) (△1,569,379,295)  (△1,598,371,546)  (△1,566,822,264)  (△1,551,867,124)  (△1,549,890,485)  (△1,539,665,982)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △2,512,343,867   △2,546,282,204   △2,484,665,027   △2,520,558,574   △2,525,327,287   △2,496,018,883   

(H) 収益分配金 △    7,906,210   △    7,963,105   △    7,795,567   △    7,703,783   △    7,683,142   △    7,621,872   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △2,520,250,077   △2,554,245,309   △2,492,460,594   △2,528,262,357   △2,533,010,429   △2,503,640,755   

 追加信託差損益金 △1,235,039,333   △1,261,418,404   △1,236,935,823   △1,225,831,035   △1,224,709,045   △1,217,061,404   

 (配当等相当額) (    334,339,962)  (    336,953,142)  (    329,886,441)  (    326,036,089)  (    325,181,440)  (    322,604,578)  

 (売買損益相当額) (△1,569,379,295)  (△1,598,371,546)  (△1,566,822,264)  (△1,551,867,124)  (△1,549,890,485)  (△1,539,665,982)  

 分配準備積立金 15,118,255   13,620,509   12,588,895   11,135,092   9,790,132   9,070,515   

 繰越損益金 △1,300,328,999   △1,306,447,414   △1,268,113,666   △1,313,566,414   △1,318,091,516   △1,295,649,866   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

（注） 分配金の計算過程（2024年４月23日～2024年10月21日）は以下の通りです。 

項 目 
2024年４月23日～ 
2024年５月20日 

2024年５月21日～ 
2024年６月20日 

2024年６月21日～ 
2024年７月22日 

2024年７月23日～ 
2024年８月20日 

2024年８月21日～ 
2024年９月20日 

2024年９月21日～ 
2024年10月21日 

a. 配当等収益(経費控除後) 7,680,800円 6,562,859円 7,072,370円 6,431,337円 6,386,383円 6,996,245円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 0円 0円 0円 0円 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 334,339,962円 336,953,142円 329,886,441円 326,036,089円 325,181,440円 322,604,578円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 15,343,665円 15,020,755円 13,312,092円 12,407,538円 11,086,891円 9,696,142円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 357,364,427円 358,536,756円 350,270,903円 344,874,964円 342,654,714円 339,296,965円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 904円 900円 898円 895円 891円 890円 

g. 分配金 7,906,210円 7,963,105円 7,795,567円 7,703,783円 7,683,142円 7,621,872円 

h. 分配金(１万口当たり) 20円 20円 20円 20円 20円 20円 

 

上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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○分配金のお知らせ  

 第167期 第168期 第169期 第170期 第171期 第172期 

１万口当たり分配金（税込み） 20円 20円 20円 20円 20円 20円 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2024年４月23日から2024年10月21日までの期間に実施いたしました約款変更はございません。 

 

 

 

約款変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 
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種類・項目
ＷＢグリーンファンド クラスＡ
ケイマン籍円建外国投資信託

運用の基本方針
基本方針 インカム収益の確保と中長期的な信託財産の成長を目指します。
主な投資対象 世界銀行が発行する債券を主な投資対象とします。
投資方針 ・世界銀行が発行する債券（グリーンボンドなど）を主な投資対象とすることで、安定的な収益

の確保と中長期的な信託財産の成長を目指します。
・各通貨への投資比率は、各国の金利水準、政治・経済状況、市場の流動性などに基づき決定
します。

主な投資制限 ・原則として純資産総額の50％以上を有価証券に投資します。
・株式への投資は行ないません。

収益分配 原則として毎月15日（休日の場合は翌営業日）に分配を行ないます。
ファンドに係る費用
信託報酬など 純資産総額に対し年率0.31％以内

（国内における消費税等相当額はかかりません。）
申込手数料 ありません。
信託財産留保額 ありません。
その他の費用など 事務管理費用、資産の保管費用、有価証券売買時の売買委託手数料、設立に係る費用、法律顧

問費用、監査費用、信託財産に関する租税など。
その他
投資顧問会社 日興アセットマネジメント ヨーロッパ リミテッド
管理会社 日興ＡＭグローバル・ケイマン・リミテッド
信託期間 2109年12月31日まで
決算日 原則として、毎年２月末日
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IBRD = International Bank for Reconstruction & Development 
 

NOK IBRD 1.75% 13-MAR-25  3,130,000  42,963,894  1.91 
AUD IBRD 2.9% 26-NOV-25  725,000  69,047,703  3.08 
PLN IBRD 5.73% 02-AUG-27  6,800,000  255,940,449  11.40 
CAD IBRD 0.875% 28-SEP-27  810,000  80,239,294  3.58 
BRL IBRD 5.75% 14-JAN-28  9,320,000  248,121,769  11.06 
IDR IBRD 6.25% 19-JAN-29  27,300,000,000  261,421,042  11.65 
INR IBRD 6.05% 09-FEB-29  85,000,000  147,544,402  6.57 
MXN IBRD 7.07% 26-JUN-29  29,600,000  238,738,600  10.64 
NZD IBRD 1.25% 10-DEC-30  2,440,000  175,724,389  7.83 
USD IBRD 1.625% 03-NOV-31  400,000  49,235,119  2.19 
GBP IBRD 5.75% 07-JUN-32  820,000  171,413,712  7.64 
AUD IBRD 4.2% 21-APR-33  1,500,000  139,880,273  6.23 
ZAR IBRD 0% 29-MAY-35  100,000,000  247,892,266  11.05 
EUR IBRD 0.7% 22-OCT-46  650,000  64,391,134  2.87 

Total Supranational (Cost: JPY1,932,892,151)  2,192,554,046  97.70 

Total Investments, fair value (Cost: JPY1,932,892,151)  2,192,554,046  97.70 

Total Corporate Bonds (Cost: JPY1,932,892,151)  2,192,554,046  97.70 

Total Net Financial Assets  2,192,554,046  97.70 

Other Net Assets       51,729,704  2.30 

Total Net Assets  2,244,283,750  100.00 
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10,124,971 - 10,124,971     15,390,696 
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